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2020

第152号

　６月18日、十府ヶ浦公園の「のんちゃ
ん花壇」で野田小学校の児童が花植えを行
いました。
　当日は厳しい日差しの中、シャベルを手
にマリーゴールドやシバザクラを植え付
け、環境美化に理解を深めました。

8 / 7



議会だより　のだ　№ 152－②

行
っ
て
以
降
、
６
月
18
日

ま
で
に
計
12
回
の
振
込
み

を
行
い
、
４
１
７
５
人
、

対
象
村
民
の
99
・
５
％
に

対
し
て
振
込
み
を
行
い
ま

し
た
。

　

国
の
実
施
す
る
特
別
定

額
給
付
金
事
業
は
、
４
月

27
日
を
基
準
日
と
し
て
い

る
た
め
、
基
準
日
翌
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
は
給
付

の
対
象
外
と
な
り
ま
す

が
、
村
で
は
、
対
象
外
の

方
に
対
し
て
も
村
単
独
の

予
算
で
給
付
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
家
計
へ
の
支
援

を
目
的
に
国
民
１
人
に
つ

き
10
万
円
を
給
付
す
る

「
特
別
定
額
給
付
金
」
給

付
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
村
で
は
５
月
１
日
に

第
３
回
野
田
村
議
会
臨
時

会
を
開
会
し
、
事
業
費
４

億
３
３
０
０
万
円
を
予
算

措
置
し
、
翌
５
月
２
日
に

は
給
付
金
の
申
請
書
類
を

村
内
全
世
帯
に
発
送
し
ま

し
た
。

　

給
付
金
は
、
５
月
12
日

に
第
１
回
目
の
振
込
み
を

－特集－
新型コロナ

全世界で感染が拡大している新型コロナウイルス感染症の影
響により、経済活動の自粛等を強いられ、生活が困窮してい
る全ての方に対して、村では各種支援、補償を行います。
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新型コロナウイルス感染症関連

経済対策
感染予防

事業
　第４回村議会臨時会（５月26日）で可決
された一般会計補正予算の中から議会が注
目した事業を紹介します。

７４６ 万円

５４１ 万円２８５ 万円

３７４ 万円 １１００ 万円

子育て世帯等臨時給付金事業

事業者応援給付金事業

店舗賃料等支援事業防災活動支援事業

教育環境整備事業

子育て世帯に対し、商品券を一律１万円分支給します。

　村内の小売業、飲食業、宿泊業またはサービス業で
売上げが２０％以上５０％未満の範囲で減少した方を対
象に上限２０万円を給付します。

　村内の小売業、飲食業、宿泊業またはサービス業を
対象に売上げの減少率に応じて賃料・地代または固定
資産税相当分の一部を補助します。

　災害時、避難所でのクラスター感染を防ぐため、飛
沫感染等のリスクを軽減するために必要な物品を整備
します。

　休校措置等に伴う夏季休業期間中の授業実施に備
え、小・中学校の教室にエアコンを設置します。

事業
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
廃
止

　

個
人
番
号
の
通
知
カ
ー

ド
は
、「
デ
ジ
タ
ル
手
続

法
」
の
改
正
に
よ
り
本
年

５
月
25
日
で
廃
止
と
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
通
知

カ
ー
ド
再
交
付
手
数
料
を

規
定
す
る
「
野
田
村
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
が
提
出
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
通
知

カ
ー
ド
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
「
通
知
カ
ー
ド

の
新
規
発
行
・
再
交
付
」、

「
通
知
カ
ー
ド
の
住
所
や

氏
名
な
ど
の
記
載
変
更
」

が
で
き
な
く
な
り
ま
す

が
、当
面
の
間
、通
知
カ
ー

ド
に
記
載
さ
れ
た
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
な
ど
に

変
更
が
な
け
れ
ば
引
き
続

き
、
個
人
番
号
を
証
明
す

る
書
類
と
し
て
使
用
可
能

で
す
。

国
民
健
康
保
険
　

傷
病
手
当
金
創
設

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
被
用
者
の
う

ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
し
た
方

ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ
る

方
を
対
象
に
傷
病
手
当
金

を
支
給
す
る
た
め
、「
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
が
提

出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。Ｑ

自
営
業
者
は
対
象

に
な
る
の
か
。

Ａ
対
象
に
な
ら
な
い
。

条
　
例

農
業
委
員
会
委
員

定
数
改
正

　

本
年
11
月
26
日
で
任
期

満
了
と
な
る
農
業
委
員
会

の
委
員
の
定
数
を
11
人
か

ら
８
人
に
改
正
し
よ
う
と

す
る
「
農
業
委
員
会
の
委

員
等
の
定
数
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
が
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例

の
施
行
日
は
、
次
の
任
期

開
始
日
で
あ
る
11
月
27
日

で
す
。
今
後
は
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
公
募
、
選
定
し
、
委

員
に
つ
い
て
は
議
会
の
同

意
を
得
て
村
長
が
任
命
し

ま
す
。

農業委員

定数 削減 １１から８へ

６　月
定例会

　

第
４
回
村
議
会
定
例
会
が
６
月
16
日
か
ら
19
日

ま
で
の
４
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
一
般
・
各
特
別
会
計
の
補
正

予
算
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会
の
委
員
定
数
を
削
減

し
よ
う
と
す
る
条
例
改
正
案
な
ど
の
議
案
16
件
、

議
員
発
議
案
１
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

マイナンバーカードの利用促進を
図っていく必要があります
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補
正
予
算

下
安
家
仮
設
住
宅

曳
家
工
事

　

東
日
本
大
震
災
後
に
建

設
、
使
用
さ
れ
た
下
安
家

地
区
応
急
仮
設
住
宅
の
一

部
を
遺
構
と
し
て
保
存

し
、
震
災
学
習
な
ど
に
利

活
用
す
る
た
め
、
必
要
な

経
費
２
３
０
０
万
円
を
予

算
措
置
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
玉
川
地
区

の
国
民
宿
舎
え
ぼ
し
荘
付

近
に
１
棟
（
６
部
屋
分
）

建
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

半
分
（
３
部
屋
分
）
を
保

存
す
る
予
定
で
す
。
利
用

方
法
は
、
実
際
に
宿
泊
を

し
た
り
、
会
議
室
と
し
て

の
利
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。Ｑ

曳
家
工
事
の
事
業

費
の
内
訳
は
。

Ａ
直
接
工
事
費
１
４

０
０
万
円
、
共
通

仮
設
費
や
現
場
経
費
等
で

４
５
０
万
円
、
そ
れ
以
外

は
設
計
管
理
費
と
な
っ
て

い
る
。

産
直
ぱ
あ
ぷ
る

火
災
か
ら
復
旧
へ

　

昨
年
10
月
に
起
き
た
火

災
に
よ
り
施
設
内
の
一
部

が
延
焼
し
た
こ
と
か
ら
修

繕
工
事
経
費
１
４
１
８
万

円
を
予
算
措
置
し
ま
し

た
。Ｑ

農
林
水
産
物
直
売

所
の
修
繕
工
事
は

火
災
前
の
原
状
復
旧
で
こ

れ
ほ
ど
か
か
る
の
か
。

Ａ

火
災
保
険
を
受
け

る
に
あ
た
り
原
状

復
旧
と
な
る
。
建
設
・
建

築
単
価
の
増
等
に
よ
り

当
初
設
計
額
よ
り
経
費

の
増
額
を
見
込
ん
で
い

る
。

下安家 仮設住宅

震災学習 など 利活用

　

第
４
回
定
例
会
（
令
和
２
年
６
月
）

ま
で
に
受
理
し
た
請
願
２
件
、
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
る
請
願
１
件
に
つ
い
て

所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
を
経
て
、

本
会
議
で
審
議
し
ま
し
た
。

多様な活用方法が見込まれます

請 願
陳 情

受理番号 請願第１号 請願第２号 請願第３号

件　　名

「野田村に放射性廃棄物
を 持 ち 込 ま せ な い 条 例

（仮称）」制定についての
請願書

野田村所有のプレハブ施
設の譲渡に関する条例

教職員定数改善と義務教
育費国庫負担制度２分の
１復元をはかるための、
2021 年度政府予算に係
る意見書採択の要請につ
いての請願

請 願 者
宮古市上村 1-9-22
豊かな三陸の海を守る会
共同代表　横田  有平

野田村大字野田 24-34
野田村柔道協会
会長　小野寺  敬作

久慈市天神堂 37-165
岩手県教職員組合県北支部
支部長代行　小関  高博

紹介議員 古舘　幹男 米田徳一郎、小野寺光男 山田　陽子

付 託 先 総務教民常任委員会

審査結果 継続審査 採択
⇒村長へ請願送付

採択
⇒国へ意見書提出

施設管理の徹底が求められます
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一般
質問   村政を問う

　一般質問は、村の行政事務全般（一般事務）に関し、村の所見や疑義につい

て質問することができ、定例会でのみ（原則）行うことができます。

　質問時間は、１人 60分 となっており、１つの質問につき３回まで 質問する
ことができます。

丹 野　和 子 議員（Ｐ７）

－ 新型コロナ  感染症から暮らしを守る対策を －

古 舘　幹 男 議員（Ｐ８）

－ 鳥獣被害対策  状況把握に努めるべき －

野 﨑　泰 斗 議員（Ｐ９）

－ 新型コロナ  感染症の影響等現状は －

中 川　　 昇 議員（Ｐ１０）

－ 避難所  指定避難所の拡充は －

障子上 文義 議員（Ｐ１１）

－ 観光物産施設  次世代に求められる施設を －

山 田　陽 子 議員（Ｐ１２）

－ 新型コロナ  全村民に給付金型商品券を －

米田　徳一郎 議員（Ｐ１３）

－ 小学校建設  小中一貫校で再検討を －

議員７人が登壇
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 感染症から暮らしを守る対策を

村長　多岐にわたる給付金事業を早期実施

問

特
別
定
額
給
付
金
は
ど

れ
く
ら
い
給
付
済
み
か
。

未
給
付
者
へ
の
今
後
の
働
き
か

け
と
問
題
が
あ
る
こ
と
に
よ
り

遅
れ
て
い
る
方
は
い
る
か
。

村
長

５
月
12
日
に
第
１
回
目

の
振
込
み
を
行
っ
て
以

来
、
６
月
18
日
ま
で
に
計
12
回

の
振
込
み
を
行
い
、
対
象
者
４

１
９
６
人
中
、
給
付
済
み
は
４

１
７
５
人
、
支
給
率
99
・
５
％

と
な
っ
て
い
る
。
残
る
15
件
余

り
の
方
々
に
は
、
各
種
方
法
で

ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
早
期
に
給
付

が
完
了
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

問

観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ

る
、
国
民
宿
舎
え
ぼ
し

荘
と
も
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
営
業
時
間
短

縮
、
休
業
等
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
こ
と
と
思
う
が
、
売
上
の
減

少
は
ど
の
く
ら
い
か
。
従
業
員

の
給
与
の
支
払
い
、
雇
用
の
維

持
は
で
き
て
い
る
の
か
。

村
長

前
年
同
期
と
比
較
し
た

売
上
の
状
況
は
、
観
光

物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る
で
は
、
４
月

は
33
・
７
％
の
減
、
５
月
は

51
・
４
％
の
減
、
国
民
宿
舎
え

ぼ
し
荘
で
は
、
４
月
は
36
・
９

％
減
、
５
月
は
85
・
１
％
減
と

の
こ
と
。
従
業
員
は
引
き
続
き

雇
用
し
、
国
の
助
成
金
等
は
こ

れ
か
ら
申
請
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

子
育
て
世
帯
給
付
金

　
　
　
加
算
内
容
は

問

子
育
て
世
帯
等
臨
時
給

付
金
は
、
共
通
商
品
券

に
よ
り
一
律
支
給
１
万
円
、
ひ

と
り
親
・
障
が
い
児
へ
の
加
算

あ
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
加
算

額
は
い
く
ら
か
。
商
品
券
で
の

配
布
に
対
す
る
意
見
や
要
望
は

な
い
か
。

村
長

ひ
と
り
親
世
帯
及
び
障

が
い
児
を
扶
養
す
る
世

帯
へ
の
加
算
は
、
い
ず
れ
も
子

供
１
人
当
た
り
１
万
円
。
商
品

券
で
の
配
布
に
対
す
る
意
見
等

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
期
待
し
て
い

る
。小

学
校
建
設
　
　
　

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

問

野
田
小
学
校
整
備
事
業

費
の
繰
越
金
の
内
容

は
。
昨
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
こ
ま
で
実
施
さ
れ
、
今
年

度
の
予
定
は
ど
の
よ
う
に
な
る

か
。新
た
な
候
補
地
が
決
ま
り
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
し
た
か
。

教
育
長

繰
越
金
は
、
建
設
予
定

地
の
地
盤
調
査
の
経
費

の
残
金
で
あ
る
。
予
定
地
に
土

地
の
造
成
経
費
、
排
水
対
策
な

ど
検
討
す
べ
き
課
題
が
出
て
き

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
新
た
に

中
学
校
付
近
を
候
補
地
と
し
、

先
日
の
検
討
委
員
会
で
お
知
ら

せ
し
、
現
在
地
の
ほ
か
、
新
た

な
候
補
地
も
含
め
て
再
度
検
討

を
開
始
し
た
。

丹 野　 和 子 議員

新型コロナ

建設地は慎重に検討していく必要があります

感染症対策と並行して経済対策事業を進めていきます
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　状況把握に努めるべき

村長　現場確認を行っていく
古 舘　 幹 男 議員

作物のみならず人的な被害も心配されます

鳥獣被害対策

問

村
内
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
有
害
鳥
獣

に
よ
る
被
害
の
把
握
状
況
と
今

後
の
対
策
を
問
う
。

村
長

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る

家
畜
の
給
餌
設
備
等
へ

の
被
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
、
わ
な
を
仕
掛
け
る
な
ど
の

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
被
害
は
把
握
し
て

い
な
い
。
イ
ノ
シ
シ
の
村
内
で

の
出
現
情
報
は
把
握
し
て
い
な

い
。鳥
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、

音
や
光
に
よ
る
防
除
や
電
気
柵

な
ど
の
設
置
が
有
効
な
た
め
、

電
気
柵
の
貸
出
し
や
購
入
へ
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

問

村
内
で
の
イ
ノ
シ
シ
の

目
撃
情
報
も
あ
り
、
担

当
課
で
は
状
況
把
握
に
努
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
洋

野
町
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被

害
対
策
と
し
て
わ
な
の
設
置
が

効
果
的
と
し
て
い
る
が
、
近
隣

市
町
村
と
の
連
携
、
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

村
長

担
当
課
で
現
場
確
認
し

て
い
く
と
と
も
に
情
報

等
あ
れ
ば
提
供
い
た
だ
き
た

い
。
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
先
進
的
な
活

動
を
し
て
い
る
市
町
村
等
と
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
対
応
し

て
い
き
た
い
。

関
係
人
口
の
拡
充
を

問

「
心
は
い
つ
も
野
田
村

民
制
度
」
の
事
業
内
容

と
登
録
者
の
状
況
は
。

村
長

村
に
愛
着
や
興
味
を
持

ち
、
心
で
つ
な
が
っ
て

い
る
村
外
の
方
を
準
村
民
と
し

て
登
録
す
る
こ
の
制
度
は
、
平

成
28
年
度
に
開
始
し
、
昨
年
度

に
登
録
者
が
１
０
０
０
人
を
超

え
、
今
も
増
え
続
け
て
い
る
。

登
録
者
に
は
、
木
製
の
木
札
に

「
の
ん
ち
ゃ
ん
」
の
焼
印
と
名

入
れ
を
し
た
登
録
証
を
交
付
し

て
い
る
ほ
か
、
こ
の
登
録
証
を

村
内
外
の
協
力
店
に
提
示
す
る

こ
と
で
そ
の
お
店
の
ち
ょ
っ
と

し
た
お
も
て
な
し
を
受
け
ら
れ

る
特
典
が
あ
る
。
登
録
者
は
、

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
生
ま

れ
た
多
く
の
支
援
者
や
そ
の
支

援
者
を
介
し
て
制
度
に
賛
同
し

て
く
れ
た
方
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
機
に
村
を
知
り
、
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
方
な
ど
、
き
っ
か

け
は
様
々
で
年
齢
・
職
業
も
多

種
多
様
で
あ
る
。

問

下
安
家
地
区
応
急
仮
設

住
宅
を
活
用
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
関
係
者
に
対
し
て

格
安
で
提
供
し
、
村
に
来
て
も

ら
う
よ
う
な
方
策
等
を
模
索
し

て
は
ど
う
か
。

村
長

本
仮
設
住
宅
は
、
津
波

の
記
憶
を
残
し
て
い
く

た
め
、
津
波
復
興
基
金
を
活
用

し
、
一
部
を
残
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
も
の
だ
が
、
津
波

復
興
基
金
で
活
用
で
き
る
範
囲

内
で
検
討
し
て
い
く
。

漁
協
組
合
加
入
権
　

　
　
　
村
の
支
援
を

問

漁
業
協
同
組
合
の
加
入

権
が
高
額
な
た
め
、
組

合
へ
の
加
入
を
躊
躇
し
て
い
る

事
例
が
あ
る
と
聞
い
た
が
、
村

と
し
て
支
援
す
る
考
え
は
。

村
長

「
野
田
村
漁
業
担
い
手

育
成
協
議
会
」
で
漁
業

を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題
に
対

す
る
認
識
、
対
応
な
ど
を
情
報

共
有
し
、
支
援
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

担い手確保のための支援策が必要です
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　感染症の影響等現状は

村長　事業者の75％に影響が出る

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
等
現
状
と
特

別
定
額
給
付
金
の
支
給
率
は
。

村
長

村
商
工
会
が
、
経
営
へ
の

影
響
を
調
査
し
た
結
果
、

回
答
が
あ
っ
た
事
業
者
の
50
％
は

「
既
に
影
響
あ
り
」、
25
％
は
「
今

後
影
響
が
出
る
可
能
性
あ
り
」
と

回
答
し
て
い
る
。
特
別
定
額
給
付

金
は
、
対
象
者
４
１
９
６
人
に
対

し
て
４
１
７
５
人
、
99
・
５
％
の

方
に
支
給
し
て
い
る
。

問

休
業
等
で
収
入
が
得
ら
れ

ず
、
生
活
に
支
障
を
来
す

な
ど
影
響
が
出
て
い
る
生
活
困
窮

者
を
把
握
し
て
い
る
か
。

村
長

個
々
の
事
例
は
今
後
把
握

し
て
い
く
。

問

事
業
者
等
に
対
し
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
る

救
済
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
な

い
た
め
村
の
単
独
給
付
も
必
要
で

は
な
い
か
。

村
長

国
の
第
２
次
補
正
予
算
や

県
の
支
援
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
支
援
策
を
検
討
す
る
。

問

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で

の
救
済
で
は
、
即
効
性
が

な
い
の
で
は
な
い
か
。
運
転
資
金

等
即
座
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
に
対
す
る
給
付
等
が
必

要
で
は
な
い
か
。

村
長

国
の
支
援
対
象
か
ら
外
れ

る
も
の
に
つ
い
て
村
と
し

て
対
応
す
る
。

小
・
中
学
校
授
業
の
遅
れ
は

問

小
・
中
学
校
で
は
、
特
に

も
中
学
３
年
生
は
受
験
を

控
え
、
休
校
等
に
よ
る
授
業
の
遅

れ
が
深
刻
で
は
な
い
か
。

教
育
長

授
業
日
数
の
遅
れ
は
、
運

動
会
や
修
学
旅
行
な
ど
の

各
種
学
校
行
事
が
延
期
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
取
り
戻
し
て
い
る
。

問

行
事
等
の
延
期
な
ど
、
例

年
に
な
い
ほ
ど
の
環
境
変

化
に
よ
り
気
持
ち
が
折
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
る
子
供
た
ち
も
い
る
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら
、
子

供
た
ち
に
寄
り
添
い
、
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
な
配
慮
は
。

教
育
長

学
校
で
は
、
で
き
る
だ
け

行
事
の
縮
小
、
見
直
し
を

含
め
て
継
続
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
進
め
る
。
修
学
旅
行
に
つ
い

て
も
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

お
り
、
児
童
生
徒
の
気
持
ち
に
寄

り
添
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
る
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
は

問

１
年
を
通
じ
て
常
に
警
戒

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
特

に
田
の
苗
を
鹿
に
食
べ
ら
れ
た
と

い
う
事
例
も
あ
る
。
今
後
は
イ
ノ

シ
シ
の
懸
念
も
あ
る
が
、対
策
は
。

村
長

農
作
物
、
畜
舎
等
の
被
害

防
止
と
し
て
、
電
気
柵
や

わ
な
を
設
置
し
て
い
く
。

問

有
害
鳥
獣
駆
除
を
担
う
猟

友
会
員
が
高
齢
化
し
て
い

く
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
育
成
が

急
務
と
考
え
る
が
、
実
態
は
。

村
長

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員

と
し
て
９
名
を
委
嘱
し
、

捕
獲
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
狩
猟

免
許
等
取
得
費
補
助
事
業
に
よ
り

狩
猟
免
許
等
の
取
得
経
費
を
補
助

す
る
。

問

現
実
に
被
害
が
起
き
て
い

る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早

く
聞
き
込
み
な
ど
を
し
て
対
応
す

べ
き
。

村
長

以
前
か
ら
被
害
が
あ
る
の

で
、
基
本
的
に
は
電
気
柵

な
ど
で
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
を
第
一

と
し
、
そ
の
上
で
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
に
よ
る
捕
獲
活
動
を
し

て
お
り
、
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

方
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

野 﨑　 泰 斗 議員

有害鳥獣対策を担う人材の確保が求められます

新型コロナ
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　指定避難所の拡大を

村長　災害対応とのバランスから難しい
中 川 　 昇 議員

避難所運営の在り方を考えていく必要があります

避難所

問

本
村
は
指
定
避
難
所
が

少
な
く
距
離
が
遠
い
地

区
も
あ
る
。
職
員
の
不
足
等
で

避
難
所
を
増
設
で
き
な
い
場

合
、住
民
に
よ
る
避
難
所
開
設
、

運
営
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時

に
徹
底
し
た
感
染
症
対
策
も
求

め
ら
れ
る
。分
散
避
難
も
含
め
、

避
難
の
在
り
方
、
避
難
所
運
営

の
対
応
策
を
問
う
。

村
長

避
難
所
で
の
感
染
症
へ

の
対
応
は
、
国
が
示
し

た
留
意
事
項
に
基
づ
い
て
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
事
前
の
準

備
を
行
っ
て
い
る
。
留
意
事
項

に
は
、
避
難
所
が
過
密
状
態
に

な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
親
戚

や
友
人
宅
な
ど
へ
の
避
難
を
住

民
自
身
に
よ
り
検
討
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
る
た
め
、今
後
、

内
容
を
整
理
し
て
周
知
し
て
い

き
た
い
。

問

指
定
避
難
所
を
拡
大
す

る
考
え
は
な
い
か
。

村
長

避
難
所
を
増
や
す
こ
と

で
職
員
の
対
応
も
必
要

に
な
る
た
め
、
災
害
対
応
と
の

バ
ラ
ン
ス
も
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
例
え
ば
、
体
育
館
で
あ

れ
ば
、
事
務
室
な
ど
を
要
健
康

配
慮
者
用
に
区
切
っ
て
使
用
す

る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
工
夫

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

育
児
・
介
護
の
ダ
ブ
ル

　
ケ
ア
へ
の
支
援
策
は

問

育
児
と
介
護
を
同
時
に

担
う
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
つ

い
て
、
村
の
現
状
と
課
題
、
そ

の
対
応
を
問
う
。

村
長

現
状
で
は
、
保
育
所
入

所
申
込
で
介
護
を
理
由

と
し
て
い
る
も
の
は
１
件
で
あ

り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
把
握
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
。
ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
か
か
わ
ら

ず
育
児
・
介
護
と
も
に
緊
急
時

に
対
応
で
き
る
社
会
資
源
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
今
後
、
対

応
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
対
応
も
踏
ま
え
た

　
　
建
設
業
の
振
興
は

問

社
会
資
本
整
備
や
維
持

管
理
の
担
い
手
と
し
て

地
域
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
役

割
を
担
う
建
設
業
の
持
続
的
振

興
、
発
展
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

村
長

働
き
方
の
改
善
に
向
け

た
取
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
村
と
し
て

は
、
公
共
工
事
等
の
計
画
的
な

発
注
に
よ
る
安
定
的
な
仕
事
量

の
確
保
な
ど
、
計
画
的
に
工
事

や
施
設
の
維
持
管
理
業
務
を
発

注
し
て
い
く
こ
と
が
地
域
の
建

設
業
の
振
興
・
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

児
童
生
徒
の
ス
ト
レ
ス

　
　
　
現
状
と
対
策
は

問

東
日
本
大
震
災
後
の
児

童
生
徒
の
ス
ト
レ
ス
状

況
の
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
た

が
、
本
村
児
童
生
徒
の
現
状
認

識
と
対
策
を
示
せ
。

教
育
長

県
教
育
委
員
会
が
東
日

本
大
震
災
以
降
に
「
心

と
か
ら
だ
の
健
康
観
察
」
と
し

て
実
施
し
て
い
る
本
調
査
で

は
、
全
体
と
し
て
内
陸
部
よ
り

沿
岸
部
の
方
が
高
い
数
値
と

な
っ
て
い
る
。
沿
岸
部
の
数
値

と
比
較
し
て
小
学
校
が
14
・
９

％
に
対
し
９
・
７
％
と
低
い
も

の
の
、
中
学
校
で
は
12
・
８
％

に
対
し
13
・
５
％
と
高
い
結
果

と
な
っ
て
い
る
。
対
策
と
し
て

は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
の
ほ
か
、
教
員
の
追
加

配
置
な
ど
に
よ
り
、
日
常
に
お

け
る
教
育
相
談
等
の
面
談
の
機

会
を
多
く
設
け
、
児
童
生
徒
の

心
の
ケ
ア
に
配
慮
し
て
い
る
。



様々な観点から施設に求められる機能等を
検討していく必要があります

問

三
陸
自
動
車
道
野
田
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近

に
物
産
施
設
を
隣
接
す
る
予
定

と
の
こ
と
だ
が
、
交
流
人
口
、

定
住
人
口
等
を
増
や
し
て
い
く

中
で
、
特
産
品
な
ど
の
提
供
だ

け
で
な
く
、
起
業
家
向
け
の
共

有
型
事
務
所
や
子
供
た
ち
の
体

験
型
教
育
施
設
な
ど
、
こ
れ
か

ら
次
世
代
に
求
め
ら
れ
る
、
今

後
の
野
田
村
を
作
る
核
と
な
る

施
設
を
設
置
す
る
べ
き
で
な
い

か
。

村
長

施
設
整
備
の
財
源
確
保

の
た
め
の
「
野
田
村
の

活
性
化
計
画
」の
策
定
作
業
に
、

ど
の
よ
う
な
施
設
が
計
画
達
成

の
た
め
に
必
要
か
、
関
係
機
関

や
既
存
施
設
の
関
係
者
と
施
設

規
模
・
機
能
・
運
営
方
法
等
を

精
査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

村
で
も
数
件
の
大
学
と

共
同
し
て
村
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ

で
そ
う
い
っ
た
研
究
機
関
等
の

ベ
ー
ス
に
な
る
よ
う
な
施
設
と

し
て
も
活
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
考
え
は
。

村
長

起
業
家
向
け
の
ス
ペ
ー

ス
な
ど
は
全
国
で
出
て

き
て
い
る
。
村
内
に
は
、現
在
、

遊
休
施
設
や
活
用
さ
れ
て
い
な

い
施
設
も
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
を
踏

ま
え
た
う
え
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
　
　
　

　
収
束
後
の
対
策
は

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
住
民

の
生
活
様
式
、
企
業
の
経
済
活

動
に
新
し
い
秩
序
が
求
め
ら
れ

る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
収
束
後
の
対
策
、
そ
し
て
収

束
し
な
か
っ
た
場
合
も
含
め
て

住
民
の
生
活
様
式
や
企
業
の
経

済
活
動
に
対
す
る
今
後
の
具
体

的
な
対
策
を
示
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

村
長

対
応
は
長
丁
場
に
な

る
。
国
・
県
の
基
本
的

対
処
方
針
に
基
づ
き
、
感
染
症

対
策
の
徹
底
と
社
会
経
済
活
動

を
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け

た
事
業
者
等
に
対
し
、
き
め
細

や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

小
学
校
建
設
　
　
　

　
総
工
費
と
財
源
は

問

小
学
校
建
設
に
係
る
予

算
が
３
月
に
補
正
さ
れ

た
が
、
進
捗
状
況
や
総
工
費
、

財
源
は
。

教
育
長

２
月
に
行
っ
た
地
盤
調

査
の
結
果
、
地
盤
は
問

題
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
土
地

の
造
成
に
想
定
以
上
の
経
費
負

担
が
生
じ
、
大
雨
等
へ
の
排
水

対
策
も
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど

検
討
す
べ
き
課
題
が
出
て
き
た

こ
と
か
ら
、
新
た
な
候
補
地
を

含
め
て
再
検
討
し
て
い
き
た

い
。
総
工
費
は
、
今
後
、
基
本

設
計
の
中
で
精
査
し
て
い
く

が
、
財
源
は
国
の
「
学
校
施
設

環
境
改
善
交
付
金
」
を
考
え
て

い
る
。

問

今
後
の
検
討
委
員
会
等

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
村

民
に
対
す
る
説
明
方
法
は
。

教
育
長

検
討
委
員
会
で
場
所
の

選
定
を
し
、
一
定
の
結

論
を
出
し
て
住
民
へ
の
説
明
会

を
順
次
開
き
、
周
知
し
て
い
き

た
い
。

議会だより　のだ　№ 152－⑪

 次世代に求められる施設を

村長　関係者らと精査検討していく
障子上 文義 議員

観光物産施設



中学校との連携も含めて検討していく必要があります

議会だより　のだ　№ 152－⑫

 全村民に給付金型商品券を

村長　当事業も含めて各種支援策を検討
山 田　 陽 子 議員

新型コロナ

問

コ
ロ
ナ
禍
で
村
の
経
済
を

活
性
化
す
る
た
め
に
村
独

自
の
給
付
金
型
商
品
券
を
全
村
民

対
象
に
発
行
す
る
考
え
は
。

村
長

国
の
臨
時
交
付
金
の
追
加

交
付
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
当
事
業
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問

商
工
会
等
に
加
盟
し
て
い

な
い
事
業
者
等
も
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
幅
広
く
使
い
勝

手
の
良
い
商
品
券
と
す
べ
き
。

村
長

今
後
つ
め
て
い
き
た
い
。

問

緊
急
事
態
宣
言
時
、
感
染

者
の
い
な
い
こ
の
地
域
で

は
で
き
る
だ
け
日
常
生
活
が
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
過
ご
せ
る
こ
と
が

望
ま
し
か
っ
た
。
今
後
、
特
に
も

屋
外
施
設
の
利
用
対
応
は
、
健
康

的
な
生
活
の
確
保
が
大
事
だ
が
、

見
解
は
。

村
長

国
が
示
す
「
新
し
い
生
活

様
式
」
に
よ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
屋
外
施
設
の
利
用
な

ど
は
国
・
県
の
方
針
に
伴
い
、
住

民
の
健
康
的
な
生
活
の
確
保
の
た

め
段
階
的
に
緩
和
し
て
い
く
対
応

策
が
必
要
。

問

小
中
学
生
も
含
め
て
今
後

マ
ス
ク
の
着
用
は
、
熱
中

症
も
注
意
し
、
こ
の
地
域
な
り
の

具
体
的
な
基
準
を
示
す
べ
き
。

村
長

今
夏
の
暑
さ
対
策
は
、
時

間
や
場
所
な
ど
そ
の

時
々
に
応
じ
て
感
染
症
対
策
と
熱

中
症
対
策
を
両
立
し
て
い
く
。

教
育
長

体
育
の
授
業
時
は
着
用
せ

ず
、
距
離
を
確
保
し
、
臨

機
に
対
応
し
て
い
く
。

問

臨
時
休
校
で
児
童
生
徒
は

勉
強
の
遅
れ
、
不
登
校
や

精
神
的
影
響
を
受
け
て
い
な
い

か
。
ま
た
、
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
換

気
の
基
準
は
。

教
育
長

小
中
学
校
と
も
に
授
業
日

数
に
約
10
日
の
不
足
が
生

じ
た
が
、
行
事
の
延
期
に
よ
り
取

り
戻
し
、
影
響
は
な
い
。
エ
ア
コ

ン
等
に
よ
る
換
気
の
基
準
は
、
臨

機
に
対
応
し
て
い
く
。

浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
早
急
に
示
し
対
策
を

問

非
公
開
と
な
っ
た
日
本
海

溝
や
千
島
海
溝
で
の
Ｍ
９

ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
に
よ
る
浸
水

区
域
の
早
急
な
開
示
と
そ
の
対
策

は
。村

長

県
で
行
う
基
盤
整
備
後
の

浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
住
民
説
明
会
を
実
施
す

る
。
デ
ー
タ
の
開
示
は
１
年
ほ
ど

か
か
る
。

小
学
校
建
設
　
　
　
　

計
画
の
遅
れ
の
理
由
は

問

小
学
校
新
築
整
備
計
画

は
、
当
初
の
計
画
か
ら
遅

れ
て
い
る
理
由
と
課
題
は
。

教
育
長

建
設
予
定
地
の
地
盤
調
査

等
を
行
う
中
で
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
対

応
等
に
よ
り
遅
れ
た
。
地
盤
調
査

等
の
結
果
は
問
題
な
い
が
、
土
地

の
造
成
に
想
定
以
上
の
経
費
負
担

が
生
じ
る
ほ
か
、
大
雨
等
の
排
水

対
策
も
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
か

ら
建
設
予
定
地
で
問
題
が
出
て
き

た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
候
補
地

も
含
め
て
再
検
討
し
て
い
く
。

問

新
候
補
地
の
場
所
と
検
討

委
員
会
の
意
見
は
。

教
育
長

現
在
の
中
学
校
の
北
側
を

考
え
て
お
り
、
保
育
所
、

小
中
学
校
と
一
体
と
な
っ
た
通
学

道
、
日
当
た
り
が
良
好
な
ど
、
好

意
的
な
意
見
と
周
囲
の
住
民
か
ら

の
理
解
を
得
る
こ
と
な
ど
の
意
見

が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○�

感
染
症
対
策
に
伴
う
避
難
所
運

営
の
見
直
し
に
つ
い
て



未来を見据えて検討していく必要があります

問

小
中
一
貫
校
で
の
学
校
経

営
は
都
市
部
の
私
立
校
に

多
く
、
９
年
間
を
通
し
て
学
び
を

深
め
る
場
と
な
り
少
子
化
に
対
応

し
た
学
校
経
営
に
有
効
か
つ
有
益

な
成
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る

が
、
小
学
校
建
設
は
小
中
一
貫
校

で
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

本
村
で
は
小
中
各
一
校
そ

れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
活
か

し
な
が
ら
も
、
児
童
生
徒
の
情
報

交
換
を
密
に
し
、
小
中
連
携
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
村
で
は
少

子
化
や
子
育
て
対
策
に
力
を
入
れ

て
き
た
成
果
と
し
て
各
学
年
30
人

前
後
を
維
持
、
こ
の
状
況
を
考
慮

し
、
小
中
連
携
教
育
を
継
続
・
発

展
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問

３
候
補
地
が
ど
の
様
な
経

緯
で
提
案
さ
れ
予
定
地
が

選
定
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長

整
備
検
討
委
員
会
で
３
か

所
の
候
補
地
が
挙
げ
ら

れ
、
東
日
本
大
震
災
大
津
波
の
経

験
か
ら
安
全
安
心
を
求
め
る
意
見

が
多
く
、
中
学
校
付
近
で
面
積
が

確
保
さ
れ
る
場
所
と
し
て
選
定
さ

れ
、
21
世
紀
村
づ
く
り
委
員
会
に

諮
問
、
答
申
を
受
け
て
決
定
し
た

が
、
土
地
の
造
成
費
、
排
水
面
で

問
題
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
現
在

地
の
ほ
か
新
た
な
候
補
地
を
含
め

て
再
検
討
し
た
い
。

村
長

整
備
検
討
委
員
会
の
構
成

に
つ
い
て
、
役
場
職
員
学

校
関
係
者
が
多
い
と
の
指
摘
に
つ

い
て
、
財
源
、
事
業
の
関
係
で
や

む
を
得
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
若

干
丁
寧
さ
に
欠
け
た
と
反
省
し
て

い
る
。
小
学
校
建
設
は
村
と
し
て

も
大
き
な
事
業
で
子
供
た
ち
の
安

全
安
心
を
守
り
、
将
来
の
教
育
を

十
分
に
考
え
進
め
て
き
た
。
皆
様

か
ら
意
見
等
を
伺
い
進
め
て
い
き

た
い
。

危
機
管
理
体
制
　
　
　

　
災
害
対
策
は
十
分
か

問

内
閣
府
の
有
識
者
会
議
の

報
告
で
は
、
今
後
30
年
以

内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス

の
地
震
が
想
定
さ
れ
、
本
村
で
津

波
高
20
・
９
ｍ
、
役
場
庁
舎
に
43

分
で
８
・
１
ｍ
浸
水
と
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
東
日
本
大
震
災
大
津

波
の
教
訓
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
く
の
か
。

村
長

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿

い
の
巨
大
地
震
海
溝
型
モ

デ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
が
反

映
さ
れ
な
い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
り
、
災
害
対
策
の
目
安
と
な

る
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
な
い
。
県

で
は
、
同
モ
デ
ル
や
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
を
包
括
し
た
基
盤
整

備
後
の
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
と
の
こ
と
の
た
め
結
果
を

待
っ
て
対
策
を
講
じ
た
い
。

問

集
中
豪
雨
な
ど
で
未
整
備

の
小
河
川
が
氾
濫
し
、
城

内
地
区
な
ど
で
の
被
害
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
早
急
に
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

村
長

適
切
な
流
下
を
阻
害
す
る

堆
積
土
砂
や
支
障
木
、
護

岸
の
崩
落
な
ど
は
、
河
川
巡
視
員

や
住
民
の
方
か
ら
情
報
提
供
い
た

だ
き
な
が
ら
維
持
管
理
に
努
め
て

い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
　
　
　
　
　

予
防
対
策
と
医
療
連
携
は

問

国
が
示
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対

策
と
支
援
内
容
、
発
症
を
想
定
し

た
医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど
の
対

応
は
。

村
長

検
査
体
制
や
ベ
ッ
ト
数
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
県
立

久
慈
病
院
に
発
熱
外
来
を
設
置
し
、

感
染
者
が
発
症
し
た
場
合
、
県
内

で
は
感
染
者
病
床
38
床
、
結
核
病

床
91
床
、
計
１
２
９
床
の
活
用
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
一
部
の
病

床
を
活
用
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
現

実
に
発
症
者
が
出
た
場
合
、
村
単

独
で
の
対
応
は
難
し
い
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

議会だより　のだ　№ 152－⑬

　小中一貫校で再検討を

教育長　小中連携教育を継続、発展させる
米田 徳一郎 議員

小学校建設



議会だより　のだ　№ 152－⑭

　　　　　　　　　　　　

会議 議案
番号 議案名・議案内容 議決結果

第３回
臨時会
5/1

承　認
第１号

令和元年度野田村一般会計補正予算（第８号）の専決処分に関し承認を求めることについて
　⇒地方交付税などの額の確定に伴い予算を補正するもの。（予算の増減はなし） 承認

（賛成全員）承　認
第２号

野田村税条例等の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることについて
　⇒�地方税法等の一部改正に伴い、未婚のひとり親の寡婦控除や国民健康保険税の課税限度額等を改正
するもの。

議　案
第１号

令和２年度野田村一般会計補正予算（第１号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ4億3,300万円を追加し、総額を43億8,586万円とするもの。

可決
（賛成全員）

第４回
臨時会
5/26

議　案
第１号

令和２年度野田村一般会計補正予算（第２号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ7,378万円を追加し、総額を44億5,965万円とするもの。

第４回
定例会
6/16

~

6/19

議　案
第１号

令和２年度野田村一般会計補正予算（第３号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ1億9,975万円を追加し、総額を46億5,940万円とするもの。

議　案
第２号

令和２年度野田村国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ6,441万円を追加し、総額を6億7,795万円とするもの。

議　案
第３号

令和２年度野田村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ20万円を追加し、総額を4,340万円とするもの。

議　案
第４号

令和２年度野田村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ913万円を追加し、総額を6,672万円とするもの。

議　案
第５号

令和２年度野田村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ490万円を追加し、総額を2,306万円とするもの。

議　案
第６号

令和２年度野田村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ7,323万円を追加し、総額を4億4,412万円とするもの。

議　案
第７号

令和２年度野田村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ1,941万円を追加し、総額を2億4,075万円とするもの。

議　案
第８号

令和２年度野田村国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）
　⇒予算総額に歳入歳出それぞれ247万円を追加し、総額を8,463万円とするもの。

議　案
第９号

野田村税条例の一部を改正する条例
　⇒新型コロナウイルス感染症の影響緩和を図るための特例措置を規定するため改正するもの。

議　案
第10号

野田村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例
　⇒行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部改正等に伴い条文を改正するもの。

議　案
第11号

野田村手数料条例の一部を改正する条例
　⇒個人番号の通知カードが廃止されたことに伴い手数料から項目を削除するもの。

議　案
第12号

子ども、妊産婦、重度心身障害者、ひとり親家庭及び寡婦等医療費給付条例の一部を改正
する条例
　⇒医療費助成の現物給付対象者を中学生まで拡大するもの。

議　案
第13号

野田村国民健康保険条例の一部を改正する条例
　⇒新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金を創設するもの。

議　案
第14号

野田村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
　⇒岩手県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部改正に伴い改正するもの。

議　案
第15号

農業委員会の委員等の定数に関する条例の一部を改正する条例
　⇒農業委員会の委員の定数を11人から８人に削減するもの。

議　案
第16号

財産の貸付けに関し議決を求めることについて
　⇒三陸鉄道株式会社に対して無償で土地を貸し付けるもの。

発議案
第１号

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書について
　⇒国に対して教職員定数の改善等を求める意見書を提出するもの。

議案一覧

※議長は採決に加わらない
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新生児聴覚検査に対する助成の考えは

国・県の財政支援の状況等を踏まえ
検討していきたい

新生児聴覚検査
新生児聴覚スクリーニング

ともいい、難聴の疑いがな

いか調べる「聞こえ」の簡

単な検査です。

退院後１か月健診までに検

査を受けることが望ましい

とされています。

過去の一般質問などを受け、執行機関でどのような対応をしたのか。
また、どのように村政に反映されたか追跡しました。

※平成31年３月・定例会・一般質問から

問

答

追跡

　

こ
の
難
聴
の
発
見
が
遅
れ
る

と
耳
か
ら
の
情
報
に
制
約
が
あ

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
支
障
を
き
た
し
、
発
達
に

も
影
響
が
生
じ
ま
す
。

　

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
適
切
な
支
援
に
よ
り

聴
覚
障
害
に
よ
る
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

村
で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら

村
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者
が

出
産
し
た
新
生
児
（
生
後
６
か

月
以
内
）
を
対
象
に
１
万
円
を

上
限
と
し
て
「
新
生
児
聴
覚
検

査
」
へ
の
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

生
ま
れ
つ
き
両
耳
に
難
聴

（
先
天
性
聴
覚
障
害
）
が
あ
る

赤
ち
ゃ
ん
は
１
０
０
０
人
に
１

人
か
ら
２
人
の
割
合
で
発
生
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
生
児
聴
覚
検
査

費
用
の
一
部
を
助
成

どうなりました？
あの問題



「令和２年７月豪雨」では、熊本県を中心に九州や中部地方など全国各地で集中豪雨による
甚大な被害が発生しました。これを受け、野田村議会では熊本県の球磨村（くまむら）に対
して義援金を送りました。

熊本県球磨村
熊本県の南部に位置する球磨村は、面積の約88％
が山林で、村の中央には日本三大急流の一つである
「球磨川」が貫流しています。主な産業は農業と林
業で古くから急傾斜地を利用してつくられた棚田が
点在しています。このたびの災害では、河川の氾濫
等により多数の犠牲者が出るなど大きな被害を受け
ました。

　

日
本
各
地
で
の
豪
雨
災
害
に
心

を
痛
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
日

の
雨
模
様
で
農
作
物
の
生
育
状
況

が
芳
し
く
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
半
年

前
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
生
活

ス
タ
イ
ル
に
戸
惑
い
な
が
ら
日
々

の
生
活
大
変
お
疲
れ
様
で
す
。

　

さ
て
、
６
月
の
定
例
会
で
は
議

員
７
名
に
よ
る
一
般
質
問
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
国
か

ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

関
連
事
業
な
ど
に
つ
い
て
臨
時
会

で
審
議
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
後
は
例
年
よ
り
暑
い

日
が
続
く
よ
う
で
す
が
、
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

（
小
野
寺（
豊
））
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７
日

発
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会
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刷
／
有
限
会
社
マ
ル
ニ
印
刷

編
　
集
／
野
田
村
議
会
広
報
編
集
委
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会

　
　
　
　
〒
028-8201　

岩
手
県
九
戸
郡
野
田
村
大
字
野
田
20-14

　
　
　
　
TEL. 0194-78-2934  FAX. 0194-78-3995

《問題》

　農業委員会の委員の定数は、何人に
改正された？

　　①  ４ 人

　　②  ８ 人

　　③ 12人

発 

行 

責 

任 

者

　

議　
　

長　

 

廣 

内　
　

和 

之

広
報
編
集
委
員
会

　

委 

員 

長　

 

丹 

野　
　

和 

子

　

副
委
員
長　

 

小 

野 

寺　
　

豊

　

委　
　

員　

 

古 

舘　
　

幹 

男

　

委　
　

員　

 

米 

田　
　

忠 

一

　

委　
　

員　

 

中 

川　
　

大 

和

　

委　
　

員　

 

山 

田　
　

陽 

子

あ
と
が
き　

正解者の中から抽選で３名の方に 景品をプレゼント！

【応募方法】
　�　はがきやＦＡＸなどで、答え、住所、氏名（ふりが
な）、年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は
一人１通までとし、匿名での応募は受け付けません。

　　議会だよりに対するご意見もお待ちしております。
【応 募 先】
　　〒028‐8201　九戸郡野田村大字野田20－14
　　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
　　ＦＡＸの場合は 0194‐78‐3995 まで
【締め切り】９月11日消印有効とします。
【当選発表】
　�　次回号で当選者（特に断りが無い限り氏名）を発表し
ます。

☆前号（151号）の当選者☆
「澤口 和さん」 、「中野 裕市郎さん」

災害義援金を送りました

球磨村


